
と
財
政
基
盤
の
弱
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
円
グ
ラ
フ
の「
性
質
別
」と

帯
グ
ラ
フ
の「
目
的
別
」で
表
し
て
い
ま

す
。
性
質
別
歳
出
で
は「
義
務
的
経
費
」

「
投
資
的
経
費
」「
そ
の
他
の
経
費
」に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
支
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る「
義
務
的
経
費
」は
、

退
職
に
対
し
て
採
用
を
抑
制
し
た
結
果

の
職
員
減
に
よ
り
、
人
件
費
は
前
年
に

比
べ
て
５
千
７
百
万
円
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
手
当
の
新
設
に
伴
い
、

扶
助
費
が
２
億
４
千
７
百
万
円
増
と

な
っ
た
た
め
、
合
計
は
１
億
９
千
８
百
万

円
増
の
７
１
億
１
千
百
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
や
公
共
施
設

の
建
設
と
い
っ
た「
投
資
的
経
費
」

は
、
骨
格
予
算
の
た
め
原
則
的
に
計

上
は
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
例
外

的
に
旧
特
開
事
業
前
期
工
事
分
、
過

年
発
生
河
川
災
害
復
旧
事
業
費
等 

、

そ
の
他
補
修
的
な
工
事
費
等
、
前
年

度
か
ら
３
２
億
９
千
２
百
万
円
減
の

６
億
７
千
６
百
万
円（
７・２
％
）と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
そ
の
他
の
経
費
」に

つ
い
て
は
、
対
前
年
度
３
千
百
万
円
減
の

３
８
億
１
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ

て
特
定
の
歳
出
に
充
て
、
一
般
の
歳
入

歳
出
予
算
と
区
分
し
て
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
又
は
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
に
お
い
て
設
置
す
る
も
の
で
、
福

智
町
に
は
６
つ
の
特
別
会
計（
公
平
委

員
会
特
別
会
計
が
新
設
）と
水
道
の
企

業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

特
に
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
の

が
診
療
所
事
業
特
別
会
計
と
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
で
す
。
診
療
所
事

業
特
別
会
計
が
３
億
９
千
９
百
５
４
万

円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
が

１
０
億
７
千
２
百
４
７
万
円
の
歳
入
不

足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
年
度
予
算
は
、
町
の
借
金
に
あ

た
る
地
方
債
残
高
は
１
６
億
円
の
減
で

２
１
８
億
円
、
貯
金
に
あ
た
る
基
金
総

合
計
残
高
は
２
億
円
増
加
の
１
２
９
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
今
後
の

投
資
的
経
費
等
を
含
む「
肉
付
予
算
」で

は
、財
源
不
足
を
町
債
や
基
金
の
取
り
崩

し
で
ま
か
な
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
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本
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
３
月
の
町

長
選
挙
の
た
め
、
新
規
事
業
や
策
的

経
費
の「
投
資
的
経
費
」を
原
則
計
上

し
な
い「
骨
格
予
算
」と
し
て
編
成
を

し
た
こ
と
か
ら
、
予
算
総
額
は
、
対
前

年
度
３
１
億
２
千
５
百
４
８
万
円
減
の

１
１
５
億
９
千
７
百
１
８
万
円
と
な
っ

平成22年度�

�予算
予備費
2,000万円（0.2%）

人件費
23億9,973万円

（20.7%）

扶助費
21億2,327万円

（18.3%）

公債費
25億8,845万円

（22.3%）
普通建設事業費
1億5,339万円（1.3%）

災害復旧事業費
2億9,568万円（2.5%）

失業対策事業費
2億2,653万円（2.0%）

物件費
11億9,779万円

（10.3%）

維持補修費
2億3,508万円

（2.0%）

補助費等
12億9,438万円

（11.2%）

投資・出資・貸付金
732万円（0.1%）

繰出金
8億2,859万円

（7.1%）

基金積立金
2億2,697万円（2.0%）

諸支出金・予備費 2億6,816万円（2.3%）

議会費  1億2,195万円（1.0%）

総務費 12億4,952万円（10.8%）

民生費 40億9,203万円（35.3%）

衛生費  8億3,212万円（7.2%）
労働費  2億4,279万円（2.1%）

農林水産業費 2億2,713万円（2.0%）
商工費  3,084万円（0.3%）

土木費 4億1,287万円（3.6%）
消防費  3億1,550万円（2.7%）

教育費 9億2,014万円（7.9%）

公債費 25億8,845万円（22.3%）

●一般会計歳入

●一般会計歳出
「
目
的
別
グ
ラ
フ
」

「
性
質
別
グ
ラ
フ
」

て
い
ま
す
。「
骨
格
予
算
」と
は
、
首
長

等
の
改
選
を
目
前
に
控
え
て
、
年
間
の

行
政
活
動
を
全
て
に
わ
た
っ
て
予
算
計

上
す
る
こ
と
が
困
難
、
あ
る
い
は
適
当

で
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
新
規

の
施
策
等
を
見
送
り
、「
投
資
的
経
費
」

を
極
力
抑
え
て「
義
務
的
経
費
」を
中
心

に
編
成
さ
れ
る
予
算
で
す
。
新
規
及
び

政
策
的
経
費
等
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
経

費
は
、
次
の
議
会
で
補
正
予
算
と
し
て

肉
付
け
し
、
予
算
編
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

歳
入
は
、
税
収
な
ど
の「
自
主
財
源
」

と
、
国
や
県
に
頼
っ
た「
依
存
財
源
」の

２
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。「
自

主
財
源
」が
多
い
ほ
ど
、
町
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
た
り
、
将
来
に
向
け
て
の

積
立
を
行
う
な
ど
の
行
政
活
動
の
自
主

性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
福
智

町
は
、
財
源
の
多
く
を「
依
存
財
源
」が

占
め「
自
主
財
源
」は
全
体
の
23
・
２
％

自
主
財
源
は
全
体
の

23
・
２
％
に
と
ど
ま
る

骨
格
予
算
の
た
め
投
資
的
経
費
は

３
２
億
９
千
２
百
万
円
減

●
特
別
会
計
予
算

特別会計名 当初予算額
後期高齢者医療特別会計 2億9,959万円

老人保健特別会計 550万円
国民健康保険福智町立診療所事業特別会計 8億7,018万円
同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計 1億9,109万円

国民健康保険事業特別会計 37億2,441万円
田川郡町村公平委員会特別会計 107万円

水道事業会計

収益的収入 5億6,643万円
収益的支出 5億6,643万円
資本的収入 109万円
資本的支出 1億2,277万円

●
起
債
基
金
残
高年度末基金（貯金）総合計残高の推移

平成20年度決算額 約129億円

平成21年度見込額 約127億円

平成22年度見込額 約129億円

年度末地方債（借金）残高の推移

平成20年度決算額 約232億円

平成21年度見込額 約234億円

平成22年度見込額 約218億円

福智町の

一般会計� 115億9,718万円
特別会計� 56億5,827万円

115億
9,718万円

歳出

診
療
所
と
国
民
健
康
保
険
の
会
計

が
厳
し
い
運
営
を
迫
ら
れ
る

地
方
債
残
高
は
16
億
減
、
基
金
総

合
計
残
高
は
２
億
増
の
見
込
み

用
語
の
説
明

地
方
交
付
税
▼
町
の
独
自
政
策
を
補

助
す
る
た
め
に
、
国
か
ら
町
に
交
付
さ

れ
る
お
金
。

国
庫
・
県
支
出
金
▼
町
特
定
の
目
的
の

た
め
に
国
、県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

町
債
▼
公
共
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て

国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金
。

地
方
譲
与
税
▼
国
が
徴
収
し
た
自
動

車
重
量
税
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
る
お

金
。

地
方
特
例
交
付
金
▼
減
税
を
補
う
た

め
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

投
資
的
経
費
▼
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
、
そ
の
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成

に
向
け
ら
れ
、
施
設
な
ど
ス
ト
ッ
ク

と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ

れ
る
経
費
。

公
債
費
▼
町
が
借
り
入
れ
た
地
方
債

の
元
利
償
還
金
お
よ
び
一
時
借
入
金
利

子
の
合
算
額
。

繰
出
金
▼
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た

は
特
別
会
計
相
互
間
に
お
い
て
支
出
さ

れ
る
経
費
。

町税
15億890万円

（13.0%）

使用料・手数料
4億6,194万円（4.0%）

分担金・負担金
1億8,293万円

（1.6%）

財産収入
1億5,499万円（1.3%）

諸収入
2億932万円

（1.8%）

地方譲与税
1億1,200万円

（1.0%）

地方消費税交付金
1億7,000万円

（1.5%）地方交付税
56億1,300万円

（48.4%）

国庫出金
12億1,161万円

（10.4%）

県支出金
9億2,163万円

（7.9%）

町債
7億8,600万円（6.8%）

利子割交付金…700万円（0.1%）
自動車取得税交付金…4,000万円（0.3%）
地方特例交付金…4,100万円（0.4%）
配当割交付金ほか 698万円

115億
9,718万円

歳入

繰入金（1.5%）
1億6,988万円

災害復旧費 2億9,568万円（2.5%）

義務的経費（61.3%）

投資的経費（� 7.2%）

自主財源（23.2%）

依存財源（76.8%）

本年度予算が３月議会で可決されました。平成 22年度
一般会計当初予算は、３月の町長選挙のため、経常的
経費や年度当初から執行しなければならない事業経費
のみに抑えた「骨格予算」としています。政策的、投資
的経費を含む「肉付予算」は５月に示し、６月定例議会
に補正予算として上程される予定です。

［単位：万円］千円以下は四捨五入。


